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今年 7月の参院選で、秘たちは、ある地域の″

聞tよ 曝暑 緑の連帯」の推席を受けた候補を立τ

ζ選期 だのぞみ、またある地ダでは「 平和
‐市

民ゴの選挙を勇知 )、 またある地域の仲間:ま 巧護

憲社会党」の候補を応援 しました。

史上最奮の投票率、そして、お体とιτ 曝 讐

派の敗■ヒ」だ結果 ι/_―選挙とιめ れながらも、清

憲翡 ///_政党への投票率|よθθ%だものぼって

ιぼ す。ι〕(つもの
~護
憲派」力呪立ζタリιτしま

つた状況だ、 磁え でそうなるんだろう ?」 と、

載 卜利師騒獲は 、判断留傑だしたとι〕うス、ι〕

ろんな場所 4鶏鞘た 奔走 ι様々犯 膨 〕をもフτ

ι〕るス、また無関 oこ1を洪腹 ろうとし/_動晩 ど、

新進党躍進 とιづ結果だ歯力り ι乱 〕るスカr、 麦

スや、ご近所や、同僚 1こιlる と思ι〕ます。私たち

は、そうιづ 仲間たちと出会ι〕、新 しι〕力を創瞥

ιalケることだ、希望 を月ι〕だ してι〕ます。

今、実lま氷山の一角であつた米兵だよる沖縄の

少女暴″事件を 機 推 、鵬 移 探 力rもたらナ現状

だ多くのス々力(備の声貌射/でιlま す。しかし

政府は、この日米安深を軸|こして、ゴラン高原ヘ

の Pκ θ派兵を一嘉政 府決定 とし、さらだ米軍

と自衛隊の物品島 晟 擬 嗜 Pκ O参加時だ
`頭
詣

だしようとす劉窮就屁謗嗜 続 、月野外相1ま国

連演説で安深物寮舅義秋 クヘの意欲を示し、在

″米軍霊留費負担増を調″ιまし/_―。平和を求め

るスクの贋クをよそだ、これまでだなι〕規模 と内

容をもつて、急テンポこヽ改憲ダ〃がつぐられつつ

あクます。こうした日本の動きは、日本のみなら

ずアジア・太再 塑 な じめとする世界のス々をも

巻き込んだ、27世紀のLrrの在「ク蘇
～

る歴史的な選択だつな力%ものだと私た郷遷競

乱 〕ます。それはカネと武力だ6のを言わせ、野

肉強食の論理 で世界を 動 巧 とするグローノ「ルな

力だ (み ι τι:(こ とです。

私たちはこれに対 ιで、〃の力 r=ス びとのヵノ

だよつて、
=」
の価値 ζ=ス肋 哄 fF7ら し(空きら

れる社 創 を実現 ι τιlご うとι〕う、車封だして

当たク前のことをめぎします。秘 /_― ち自身力

`声

を

出 し、身き、秘たちの生活や労働の現場からス々

の力を一つたしてι〕(こと、本音でものの言ιl合

える″F、 信頼関係 で,ながク、そこだ今のよう

“

なι唯 会笏 クか/_― として民主主義を実践ι

τιl(こ と。そこから生まれる力が、地域のι〕(

つもの課題を自着として実現 し、そうι〕う地域の

実勝と‐ネルギーカ勁 %ご と力t国の政着をガ

定する力となク、世界のス々力哄 だ生きられるを

会へと庁かわせてι〕ける、と。勒 だして当/_― ク

前のことなの勧 ど、実は難 ιι]とι〕つであき

らめられ /_― ク、忘れ られ /_― クι晨 鑑_―
 ~糧■を、

新ただつなιl alきたι)と思 うのです。

分裂する理由lま数限クなくあクますが、憲法 9

条

"実
現 し、力だよる支配から真の平和を

創 ク出すために、イ:きな違ι〕を乗 ク越え、互ι唯

変わ ク合ι]、 如序と力をあつめな力%、 ともだ2

′世紀ヘカかι岐 せんか ?
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